
● 見やすく読みまちがえにくい
　ユニバーサルデザインフォントを採用しています。
● 全ての生徒の色覚特性に適応するようにデザインしています。
● 生徒の負担に配慮し、軽量な紙を使用しています。
● 再生紙・植物油インキを使用しています。
● 印刷業界団体が定めた環境配慮基準を満たす
　「グリーンプリンティング認定工場」で印刷しています。

この教科書は、次のような工夫や配慮を行っています。
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裏表紙には、
表紙と前見返しを受けた
写真とメッセージを
掲載しています。
ぜひご覧ください。
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サイトでしか見られない情報一覧
教科書ダイジェストmeclib

教科書活用Q＆A

60秒でわかる紹介動画

デジタルパンフレット

推しQRコンテンツ

この資料は、令和7年度中学校教科書の内容解説資料として、一般社団法人教科書協会「教科書発行者行動規範」に則っております。



2年p.116〜117

学
び
の
フ
ロ
ー
チ
ャ
ー
ト

3年p.275

理
科
の
見
方
・
考
え
方

1年p.10〜11 1年p.74

改訂のポイント

ビジュアルシンキングで生徒の思考や学習意欲を喚起する P.8詳しくは へ

主体的な学びにつながる導入を設定 P.10詳しくは へ

視覚的にわかりやすい紙面 P.12詳しくは へ

●
●
●

各学年250個程度の豊富なQRコンテンツ P.20詳しくは へ

必要に応じて授業や家庭学習などで使用することで効率よく学ぶことができる P.22詳しくは へ

●
●

紙×デジタル＝学力向上ビジュアルな紙面から促される学習意欲 特色特色 31 わかる・できるを確かに！

誰もができる探究

育成する資質・能力が見える P.14詳しくは へ

探究の流れが見える P.16詳しくは へ

理科の見方・考え方が見える P.18詳しくは へ

探究の流れを学ぶ「じっくり探究」 P.40詳しくは へ

●
●

●
●

特色2 ３つの見える化

2年p.57

安全への配慮が
必要な場面には
注意マークを入
れ、目に留まり
やすくしています。

生徒が学習する上での安全と安心への配慮
日常生活や社会とのつながり
自然災害や防災・減災教育へのとり組み
カリキュラム・マネジメント

●
●
●
●

今日的な諸課題への対応
キャリア教育・STEAM教育
インクルーシブ教育
SDGsの実現に向けたとり組み
家庭や地域との連携 など 

●
●
●
●

3年p.28 3年p.222 2年p.171

シミュレーション問題（例題、章末問題、単元末問題） ワークシート（Before & After）

2年p.88〜89 1年p.127 3年p.245

観察・実験の手順動画基礎操作の説明動画 インタビュー動画

思考力、判断力、
表現力を育成する

学びに向かう力を
育成する

知識及び技能を
育成する

見開きでわかる！

P.28詳しくは へ

改訂のポイントを60秒でまとめた
動画をご覧いただけます。

探
究
の
ス
テ
ッ
プ
を
示
す
アイ
コ
ン

1



教科書編集に込めた思い

自分らしい探究心が
未来への力になる。

変化が激しく先の見通せないこれからの社会において、
「何を知っているか」以上に

「どのように学ぶか」、「何ができるようになるか」を重視し、
一人ひとりが自分なりの問いを立てて、

未来を切り拓いていく力を養うことが大切になります。
そこに向かうために、

科学のいちばんの基本となる「探究する」ことを、
生徒が自分事としてとらえ、主体的に、

ワクワクしながら体感し、学んでいけるように
本書を編集しました。

目
次

各学年の特色   46
入試への対応   49
検討の観点と内容の特色   50
令和7年度用教科書 Q&A   60
教師用指導書のご案内   62
著作関係者   64
さくいん   65

「個別最適な学び」と「協働的な学び」の一体化   36
全国学力・学習状況調査への対応   38

表紙から始まる探究のストーリー   4
教科書の構成と探究の流れ   6

特色

1 ビジュアルな紙面から
促される学習意欲
ビジュアルシンキングで生徒の思考や
学習意欲を喚起する   8
主体的な学びにつながる導入を設定   10
視覚的にわかりやすい紙面   12

1

2 
3

特色

2 誰もができる探究
3つの見える化
育成する資質・能力が見える   14
探究の流れが見える   16
理科の見方・考え方が見える   18

1
2
3

特色

3 紙×デジタル＝学力向上
わかる・できるを確かに！
豊富なQRコンテンツ   20
知識及び技能を育成する   22
思考力、判断力、表現力を育成する   23
学びに向かう力を育成する   24
1人1台端末の活用を徹底的にサポートする   25
デジタル教科書で学びが広がる   26

1
2
3
4
5
6

今日的な
諸課題への対応
生徒が学習する上での安全と安心への配慮   28
日常生活や社会とのつながり   30
自然災害や防災・減災教育へのとり組み   31
カリキュラム・マネジメント   32
キャリア教育・STEAM教育   33
インクルーシブ教育   34
SDGsの実現に向けたとり組み   35
家庭や地域との連携   35

1
2
3
4
5
6
7
8

「じっくり探究」を例にした
教科書の使い方   40

特集
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生徒が等身大で考えてくれるように、表紙は生徒の写真としました。
探究の出発点である「なぜ?」「どうして?」という
疑問の気持ちを一人ひとりが実感し、
より一層興味・関心を高められるように工夫しました。
身近に見られる現象でも誰かに話したくなる題材を選び、
クラスメイトに問いかけるように、
口語で親しみやすい表現にしています。

２年は仮説や予想を大切にし、
確かめていくことが
資質・能力の育成に
つながることを表現して
います。また、身近に
見られる現象でも改めて
考えてみると、それまでとは
違った見方があり、
未来につながっていくことが
伝わるように工夫しました。

３年は将来にわたって
学び続けていこうという
メッセージを込めています。
変化の激しいこれからの時代、
自分なりの問いを立て、
学び続けていくことが
大切であり、それが
時代の変化に対応できる
資質・能力になるという
ことが伝わるように
工夫しました。

１年前見返し

３年前見返し３年表紙２年前見返し

１年表紙

２年表紙

１年裏表紙

表紙から始まる  探究のストーリー

出
発
点
は
生
徒
目
線
の
身
近
な「
？
」

表
紙
か
ら
始
ま
る
探
究
の
ス
ト
ー
リ
ー
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3年ｐ.226〜2273年ｐ.224〜225

節の構成

教科書の構成

問題発見 課題 仮説 構想
観察
・

実験
分析・解釈
検討・改善 結論

ふり返り
・

活用

課題の探究 課題の解決
1 52 63 74 8

巻頭 単　元 巻末
「探究」の流れを確認しよう
 教科書の使い方を
おさえよう
科学の本だな
など

● 
●
 
● 

学びを広げよう  自由研究
安全に関する資料
確かめ問題・活用問題の解答
校外施設を活用しよう
など

● 
●
● 
● 

単元扉 章扉

Before & After

章末

Before & After

学習内容の整理 確かめ問題

活用問題

社会につながる科学

単元冒頭 章 単元末

課題の把握

1
5

6

2

3

7

8

教科書の構成  と探究の流れ

節

4

Before & After Before & After

教
科
書
の
構
成
と
探
究
の
流
れ
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ビジュアルシンキングで生徒の 思考や学習意欲を喚起する
特色1   ビジュアルな紙面から促される学習意欲

ビ
ジ
ュ
ア
ル
な
紙
面
か
ら
促
さ
れ
る
学
習
意
欲

特
色
1

1

1年p.10～11

写真やイラストをダイナ
ミックに掲載しました。
教科書を開いて、まず
写真やイラストが目に
飛びこんでくることで、
主題がはっきり伝わり、
生徒の思考や学習意欲
を喚起します。

ビジュアルシンキングとは、
写真やイラスト、

Rコンテンツをもとに
考える活動のことです。

8 9



特色1    ビジュアルな紙面から促される学習意欲

2 主体的な学びに つながる導入を設定

１年ｐ.74

3

1年p.141

「レッツ スタート！」が
設定されていない節では、

吹き出しによる問いを
設定しています。

ビ
ジ
ュ
ア
ル
な
紙
面
か
ら
促
さ
れ
る
学
習
意
欲

特
色
11ポ

イント

2ポ
イント

3ポ
イント

単元扉や章扉では、これから学習する内容に関連した
「スタート動画」をご用意しています。これらによって、
学習の動機付けを促します。

単元扉や章扉には
「スタート動画」 P.24詳しくは へ

単元・章の初めと終わりに、学習内容に関する本質的な
問いかけを設定しています。一人ひとりが自分の考えの
変容を知ること（メタ認知）で、自己肯定感が高まります。

Before ＆ After 

「レッツ スタート！」では生徒の身近な
題材をとり上げ、生徒が自ら気づき
を得たり、既にもっている考えとの
違いによる認知的葛藤を生じたりする
問いかけを設定しています。

節の初めには
「レッツ スタート！」

2

1
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3 視覚的にわかり やすい紙面
ＡＢ判を採用したことで、写真やイラストが大きくなり、
主題がはっきり伝わるようになりました。

令和３年度用教科書から判型が変わっても「視線の移動が
少なく、流れがわかりやすいレイアウト」は踏襲しています。1ポ

イント

2ポ

イント

特色1    ビジュアルな紙面から促される学習意欲

1年p.28 ～29

ビ
ジ
ュ
ア
ル
な
紙
面
か
ら
促
さ
れ
る
学
習
意
欲

特
色
1

本文の位置を
左側にそろえたり、

観察・実験の手順を
縦に並べたりすることで、

注意事項などを
確認しやすくしています。

判型を変えた理由については、
本冊子p.60に

掲載しています。

12 13



結論をまとめる力

特色2   誰もができる探究  3つの見える化

育成する資質・ 能力が見える

2年p.116～119

問題を見いだす力問題
発見

仮説を立てる力仮説

解決する方法を立案する力構想

結果をもとに規則性や関係性を見いだす力分析
解釈

結果から仮説や構想を検討・改善する力検討
改善

探究の過程の妥当性をふり返る力ふり
返り

習得した知識を活用する力活用

科学的に考察して判断する力判断

アイコン 資質・能力

どのような資質・能力を
身につけて

評価していくのかが、
生徒にも先生にも

わかるようになっています。

1
探究のステップを言語化し、「アイコン」で
明示しているので、各活動でどのような
資質・能力が身につくのかわかります。

誰
も
が
で
き
る
探
究  

3
つ
の
見
え
る
化

特
色
2
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2年p.16 ～17

探究の流れ が見える2

誰
も
が
で
き
る
探
究  

3
つ
の
見
え
る
化

特
色
2

探究の流れを明確に示す
ことで、課題解決能力の
育成を図ります。

学びの
フローチャート
「問題発見」や「分析・解釈」など、
探究のステップを言語化して設定
するとともに、脚注のフローチャート
で示すことで、全体のなかで
今どの活動を行っているのか、
確認することができます。

1見開きの指導時数の目安を
1時間として、全ての節を見開き
単位で構成しました。一見して
学習内容のまとまりがわかるので、
生徒も先生も授業の見通しが
立てやすくなります。

1見開き1時間構成
2時間め

1時間め

2年p.18～19

3時間め

2年p.20～21

「問題発見」や「仮説」など、
探究のステップを言語化して
アイコンで示すとともに、
フローチャートで探究の流れを
確認できるようにしました。
また、観察・実験のページでは、

「目的→方法→結果→考察」の
ステップを紙面の上から下へ
縦に並べることで、作業の
見通しを立てやすくしました。

授業の見通しを
立てやすい構成

各学年数か所の節を、
流れに沿って

探究にじっくりとり組めるコーナー
「じっくり探究」として設定しました。

「じっくり探究」については、
本冊子p.40からの特集で
詳しく解説しています。

特色2    誰もができる探究  3つの見える化

観察・実験の内容を確認しやすく
するために、目的、方法、結果、
考察の流れを縦に並べる
レイアウトにしました。

流れを追いやすい
レイアウト

P.40、61詳しくは へ

16 17



2年p.210

理科の見方・ 考え方が見える3

2年p.244

1年p.87

比べる実験を行うときは、そろえる条件と変える条件を
整理することが大切だね。

理科の見方・考え方

条件制御

3年p.109

化石が発見される地質年代と、
それぞれの生物の特

とく

徴
ちょう

を結びつけて考えよう。

理科の見方・考え方

関係づけ量的・関係的な視点

生徒が自由に「理科の見方・考え方」を
はたらかせられるようにしました。

物理領域 
量的・関係的な視点
化学領域 
質的・実体的な視点
生物領域 
共通性・多様性の視点
地学領域 
時間的・空間的な視点

理科の見方
● 比較 (小3)
● 関係づけ (小4)
● 条件制御 (小5)
● 多面的に考える (小6)
● 原因と結果
● 部分と全体
● 定性的・定量的　など

理科の考え方 誰
も
が
で
き
る
探
究  

3
つ
の
見
え
る
化

特
色
2

「理科の見方・考え方」を
ファシリテーターキャラクターと
ともに具体的に示しています。

乾電池が複数個使われているとき、そのつな
ぎ方に着目しよう。

理科の見方・考え方

2年p.199

時間的・空間的な視点

雨が降ってできた水たまりは、雨がやんだ後ど
うなるかな。

理科の見方・考え方

特色2    誰もができる探究  3つの見える化

「理科の見方・考え方」の必要性が
高い活動場面には、その観点を
ファシリテーターキャラクター

（モチーフは鉱石、電球、ハリモグラ）
のセリフとして掲載しています。

学びを深める理科の見方・考え方

「理科の見方・考え方」を
具体的に示しているので、

生徒が活動するときに
学びが自然に深まります。
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1年 2年 3年

豊富なQRコン テンツ1

紙
×
デ
ジ
タ
ル
＝
学
力
向
上  

わ
か
る・で
き
る
を
確
か
に
！

特
色
3

イチオシのコンテンツをご紹介

「NHK for School」の動画を教科書の二次元コードから
見られるようにしました。教科書の学習内容に合った
動画が再生できます。

凸レンズによる
像の見え方

分子のモデルの
つくり方

ヒトのからだの
消化のしくみ

気温と
飽和水蒸気量との関係

おてがる科学
（YouTuber 市岡元気さん出演）

身近に見られる
植物

社会につながる科学
（山崎直子さん） NHK for School

単元末にはコラム「社会につながる科学」を掲載しました。
宇宙飛行士の山崎直子さんのインタビューをはじめとし、
科学と社会のつながりに興味をもてる動画をご用意しました。

1年p.157 2年p.30 2年p.134

2年p.190 2年p.275 1年p.14
3年p.245 3年p.86

塩化銅水溶液に
電流が流れたときの電極の変化

練習問題
（湿度）

単元末問題
（確かめ問題）

3年p.19 2年p.191 1年p.184～185

弊社の教育支援サイト「EduTown」に、
特設サイト「SDGs 私たちがつくる未来」をつくりました。
身近なところからSDGsにとり組む意識をもてるようにしました。

集中豪雨などで想定される水害を擬似的に体験できる
VRコンテンツをご用意し、災害に備え自分で判断する力を
養えるようにしました。

VR防災 SDGs2年p.219 3年p.300

各学年のQRコンテンツはこちらから

特色3   紙×デジタル＝学力向上  わかる・できるを確かに！ 探究的な学習のサポートとして、学習したことを定着させたり、
学びを広げたり、深めたりするQRコンテンツをご用意しました。
授業や家庭学習など、一人ひとりのニーズや学習形態に
応じて使用していただくことで学力向上を図ります。

動画 シミュレーション 思考ツール ワークシート 練習

資料 Webページ 他教科紙面 VR SDGs

コンテンツの種類

1年は
163か所（252個）
のコンテンツが

あります。

2年は
200か所（255個）
のコンテンツが

あります。

3年は
198か所（243個）
のコンテンツが

あります。
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思考力、判断力、表現力を育成する3知識及び技能を育成する2

育成する資質・能力の観点ごとに、多様なコンテンツをご用意しました。
二次元コードは学習の場面ごとに配置することで、効率よく学べるようにしました。

3年p.28

2年p.88～89

3年p.222

1年p.127 結果は見せないようにしています。

3年p.128

2年p.218

1年p.42

地理教科書紙面

●  定着度が低いと
 されている学習内容など、
 つまずきやすい内容には
 シミュレーションを
 ご用意しています。
●  実物を見ることが
 難しいもの、文章や
 イラストだけでは理解
 しにくい内容において
 使用することで、つまずき
 の解消を図れます。

●  教科書本文中の例題や
 章末問題、単元末問題
 など基本的な問題を
 中心に学習できます。
●  一問一答形式で確認
 でき、学習履歴が残る
 ので、自分の苦手な
 ポイントにアプローチ
 しやすくなります。

●  観察・実験に必要な
 技能や、基礎操作などを、
 動画で確認できます。

●  全ての観察・実験の手順
 を動画で確認できます。
 何度も確認できるので、
 安全に観察・実験を行う
 ことができます。
●  分析・解釈や検討・改善
 をくり返すことにより、
 科学的な根拠に
 基づいた思考力、判断力、
 表現力が育成できます。

● 既習事項を動画で確認できます。

●  学習内容に関連する他教科の
 教科書紙面を確認でき、
 教科を横断した学びが
 できます。 ●  思考の過程や情報を可視化し、自分の考えを整理する

場面に用意しています。

●  家庭でもできる観察・実験を通して学習内容の理解が
 深められる動画です。YouTuberの市岡元気さんと
 一緒に学べます。

資料動画

シミュレーション問題（例題、章末問題、単元末問題）

観察・実験の手順基礎操作の説明

（教科名）で学ぶこと おてがる科学これまでに学んだこと 思考ツール

2年p.275

特色3    紙×デジタル＝学力向上  わかる・できるを確かに!

操作説明 実験手順

シミュレーション

章
末
問
題

他教科の内容
思考ツール

資料動画

紙
×
デ
ジ
タ
ル
＝
学
力
向
上  

わ
か
る・で
き
る
を
確
か
に
！

特
色
3
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１人1台端末の活用を徹底的にサポートする5

1年p.18

1年p.110

3年p.323 ●  全学年の巻末には、QRコンテンツの
種類や使い方の例を掲載しています。

学びに向かう力を育成する4

ICT教育の研究者や実践者に専門的な見地から指導を受け、
ICT機器の活用が効果的な場面や活用方法など具体的に示しています。

ICT機器
活用場面の例●  単元扉・章扉ごとに本質

 的な問いについて考え、
 再度同じ問いを単元末・
 章末でも考えて記録する
 ワークシートです。
●  学習の前後で自分の
 考えの変容を知ること
 （メタ認知）ができ、
 自己肯定感の向上を
 図れます。

Before & Afterシート

●  単元や章の導入場面で、
 問題発見や学習の動機
 付けを促す動画です。
●  生徒に興味・関心を
 もたせたり、学習の
 見通しを立てさせたり
 でき、主体的に学習に
 とり組めます。

スタート動画

●  学習内容に関連する
 仕事について
 インタビュー動画を視聴
 でき、キャリア教育や
 科学の有用性の理解を
 推進します。

社会につながる科学 情報収集のしかた

2年p.171

2年p.193

3年p.47

2年p.289 3年p.102

ワークシート

スタート動画

インタビュー

特色3    紙×デジタル＝学力向上  わかる・できるを確かに!

紙
×
デ
ジ
タ
ル
＝
学
力
向
上  

わ
か
る・で
き
る
を
確
か
に
！

特
色
3
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デジタル教科書 で学びが広がる6 これらの商品は企画中のため、
内容・仕様とも変更になる場合があります。

学習者用デジタル教科書は、紙の教科書と同一の内容
（紙面データ及びQRコンテンツ）をタブレット端末で
表示することができます。ペンツールの書き込み・
保存や各種機能などでデジタルならではの
便利さを付加しており、学びの充実に効果的です。

指導者用
デジタル教科書（教材）
(教師用指導書に同梱したセット版で購入可能)

指導者用デジタル教科書（教材）は、
学習者用デジタル教科書の
機能に加えて指導用に特化した
オリジナル機能やコンテンツを
付加した提示用のデジタル教材です。

ペンツール機能  
書き込み・保存で学習記録を残せます。

学習者用
デジタル教科書

学習者用デジタル教科書の画面イメージ
ワンクリックでQRコンテンツが立ち上がり、紙とデジタルをシームレスにつなげます。

指導者用デジタル教科書（教材）の画面イメージ
生徒から引き出したい教科書の内容にマスクをかけ、リアルタイムではがすことができます。

ペンツール（書き込み・保存）、ページ参照リンク、
スクリーンショット、しおり、２画面表示などが
利用できます。

基本機能1 2ポ

イント

ポ

イント

教科書の素材（テキスト・図版・写真など）を自由に選んで
オリジナルの紙面をつくることができます。外部から
写真などのデータをとり込んで利用することもできます。

多様なコンテンツ1ポ

イント

教科書中の観察・実験の結果動画や観察・実験に関する
動画を使ったCBT問題、GooɡleやMicrosoft対応の
コンテンツなど、学力の定着と向上を図るコンテンツを
ご用意します。各種コンテンツのテンプレートを
教師用端末にコピーして加工・修正したり、
授業支援ソフトを使って配信したりできます。

MY教科書エディタ2ポ

イント

観察・実験の結果動画 CBT問題コンテンツ
動画を使った効果的な出題が可能です。

Gooɡle Forms
評価に使えるコンテンツをご用意します。

［Gooɡle Forms］は、Gooɡle LLCの商標です。［Microsoft］は、マイクロソフトグループ企業の商標です。

色反転、行間調整、総ルビ・分かち書き、
本文読み上げ、フォント選択、文字色選択、
背景色選択など、インクルーシブ的な配慮の
観点から、誰もが学びやすい機能を搭載しています。

特別支援への対応

特別支援機能
一人ひとりに合わせた提示が可能です。

詳細は
こちらから

特色3    紙×デジタル＝学力向上  わかる・できるを確かに!

紙
×
デ
ジ
タ
ル
＝
学
力
向
上  

わ
か
る・で
き
る
を
確
か
に
！

特
色
3

P.62詳しくは へ
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観察・実験を安全に   実施するための配慮

野外観察や生物の観察を通して、主体的に
自然と関わり、生命の尊さや自然環境保全の
大切さに気づけるように配慮しました。

QRコンテンツとして、特設サイト
「感染症予防のために」をご用意しました。
基本的な感染症予防について確認できます。

観察・実験をする際の注意事項を、全学年
に掲載しています。実験前、実験中、実験後
の場面ごとにチェックすることができます。

巻末資料には「主な薬品の性質ととりあつかい
の注意」として、とりあつかいに注意が必要な
薬品を、一覧にして提示しました。

場面ごとに注意点を掲載 使用する薬品の注意点を一覧に

生命尊重・環境への配慮 感染症への対応

生徒が学習する上での 安全と安心への配慮

視線が上から下へ自然に流れるように、手順をわかりやすく示すことで、
観察・実験を安全に実施できるよう配慮しました。
観察・実験の手順や生徒のセリフなどは、読みやすい位置で改行をしています。
本文、図、注釈など、主要な書体にユニバーサルデザイン書体を採用しています。

●

●
●

読みやすさへの配慮

今日的な諸課題への対応

1

今
日
的
な
諸
課
題
へ
の
対
応

手の洗い方（動画）

1年p.8〜9 2年p.294

2年p.57

3年p.268

動画で確認
観察・実験の手順動画や
器具の操作説明動画を、
デジタルコンテンツとして
ご用意し、より安全に観察・
実験を行うことができる
ようにしました。

手順動画

注意マークで
目に留まりやすく
安全に対して配慮が必要
な場面には「注意マーク」
を設け、注意すべき内容
を示すとともに、観点を
アイコンで表現しました。

アイコンの例
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日常生活や社会とのつながり 自然災害や防災・減災教育へのとり組み2 3

3年p.125 3年p.106

学習した内容に関連した仕事をしている人に
焦点をあてたインタビューを掲載しています。

社会につながる科学
学習した内容を、生活や社会と結び付けて
考える活動例を掲載しています。

学びを生活や社会に広げよう

３年間を通して系統的に自然災害や防災に触れ、
災害を引き起こす現象についての理解を深めるとともに、

防災・減災への意識を養えるように工夫しています。

節中や単元末には、
学んだことを日常生活や社会につなげる

読み物や活動を設定しています。

1年
単元4「大地の変化」の第1、2章では
地震や火山の噴火と人との関わりを
考えさせる節を設けました。
ハザードマップを用いた備えなど、起こり
うる災害を想定しておくことの重要性を
おさえることができます。

●

●

3年
単元5「地球と私たちの未来のために」の
第2章では、自分たちの住む地域に
起こりうる災害について調べることで、
3年間を通して学習したことを
総合的にまとめられます。

●

●

2年
単元3「天気とその変化」の第３章では、
気象現象と気象によるめぐみや災害を
結び付けて考える節を設けました。
防災に関するVRコンテンツ（VR防災）を
ご用意しました。
非常時の判断力を身に付けることができ、
防災意識の向上につながります。

●

●

2年p.242

3年p.39

身のまわりのことや、キャリア教育、伝統・文化、
STEAM教育などを題材にした読み物で
理科の学びが深まり、理科を学ぶことの
意義や有用性を実感できます。

●

読み物

【まちなか科学】【まちなか科学】

【歴史にアクセス】【歴史にアクセス】

【なるほどね！】【なるほどね！】

【お仕事図鑑】【お仕事図鑑】

【防災特集】【防災特集】

【私たちのSDGs】【私たちのSDGs】

身のまわりの事物や現象と
学習内容を結び付けた読み物

学習内容に関連した技術や
はたらく人の読み物

学習内容をさらに深めて、
納得することができる読み物

防災に関連した技術や
工夫に関する読み物

歴史上の出来事や
科学者をとり上げた読み物

SDGsに関連した技術や
工夫に関する読み物

P.33詳しくは へ

今日的な諸課題への対応

今
日
的
な
諸
課
題
へ
の
対
応

3年p.275

1年p.216

2年p.218
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カリキュラム・マネジメント キャリア教育・STEAM教育4 5

小学校・高等学校とのつながり
単元冒頭と本文中に配置した「これまでに学んだこと」で、
小学校や中学校で既に学習した内容を確認できます。
上位学年や高等学校へつながる内容を、「発展的な学習内容」としてとり上げています。
理解を助ける動画コンテンツもご用意しています。

●

●
●

単元末コラム「社会につながる科学」や節内コラム「お仕事図鑑」は、
科学がさまざまな職業で役立っていることが伝わるように構成しています。
実際にはたらいている人へのインタビュー動画もご用意しています。

●

他教科等とのつながり STEAM教育への対応
他教科等での学習内容と関連のあるところには「技術・家庭で学ぶこと」などと示し、
教科の枠をこえて学習がつながるようにしました。
該当箇所の他教科教科書紙面PDFをQRコンテンツとして収載していますので、
関連する教科の教科書がないときでも確認ができます。

●

●

キャリア教育への対応

中学理科の学習内容これまでに学んだこと 発展的な学習内容

3年p.158〜159

技術・家庭科　技術分野の教科書紙面2年p.71 3年p.308

「道徳で学ぶこと」として
関連を示すとともに、
自然への畏怖や生命倫理、
日本の研究・技術に
関する話題など、
教科書全体を通して
適所でとり上げています。

道徳教育との関連

2年p.260

1年p.162

3年p.125

インタビュー動画

社会につながる科学

1年：サイエンスアーティスト、動物解説員
2年：イラストレーター、科学者
3年：農業試験場の研究者、宇宙飛行士

掲載している職業の例
1年p.26

お仕事図鑑

理科での学習と科学技術や芸術とのつながりを意識できるように、例を掲載しました。
各学年の巻末資料「学びを広げよう 自由研究」では、
数理的な知識・技能を使って考えるテーマをご用意しました。

●
●

今日的な諸課題への対応

今
日
的
な
諸
課
題
へ
の
対
応

3年p.10332 33



活躍する多様な登場人物

振り仮名付きで読みやすく

学習者用デジタル教科書

カラーユニバーサルデザインに配慮した色使い

インクルーシブ教育 SDGsの実現に向けたとり組み6 7

読みやすいレイアウト
配色や紙面レイアウトは、特別支援教育の研究者に、専門的見地からのご指導を
いただきながら作成し、読みやすさを追求しています。

●

単元末の「学習内容の整理」では、全ての漢字に振り仮名を
付けて外国にルーツをもつ生徒や、識字に課題がある生徒など、
多様な生徒が学習にとり組みやすくしています。

グラフの線を色だけで区別せず、線種を変えたり文字を付したり
するなど、認識しやすくなるように工夫しています。

3年p.19

2年p.222

2年p.38

1年p.112

3年p.176

安全のための注意事項を
マークと文章で、わかり
やすく示しています。

視認性の高い
注意マーク

本文、図、注釈など、主要な書体には、
字形を判別しやすく、読み間違えにくい
ユニバーサルデザイン書体を採用しています。

観察・実験や基礎操作などの文章は、
単語の途中で改行せずに文節で改行して、
読みやすく示しています。

読みやすい文字の使用 読みやすい位置での改行

読み物「私たちのSDGs 」を設定し、
学習内容を通してSDGsを意識できるようにしました。

3年p.32

2年p.199

弊社の教育支援サイト「EduTown」でもSDGs
をとり上げた特設サイトを設け、学習を支援して
います。（教科書ではQRコンテンツとして紹介し
ています。）

手軽なものづくりを通して学習内容の
理解が深まるようにしました。また、
YouTuberの市岡元気さんによる
手順動画をご用意しました。

おてがる科学

1年p.248〜249 3年p.322

ビューワーによる色反転や本文読み上げ、総ルビ・分かち書き
などの機能を使用することで、特別支援教育にも効果的です。

生徒のキャラクターは男女同程度の頻度で登場するなど、多様
な生徒が一緒に協働して学習しているようすが描かれています。

家庭や地域との連携8
つまずきやすい箇所には「例題」等を掲載するなど、
一人ひとりの理解度に応じて学習できるよう配慮しています。 P.37詳しくは へ

 1年巻末「ジオパークへ行こう！」や各学年の巻末資料「校外施設を活用しよう」で
さまざまな施設を紹介し、地域での学びに活用できるようにしました。

●

●

今日的な諸課題への対応

今
日
的
な
諸
課
題
へ
の
対
応

P.26詳しくは へ
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個別最適な学びの成果を
協働的な学びに生かす

協働的な学びの成果を
個別最適な学びに還元

個別最適な
学び

全ての生徒の個性を
最大限に生かす

協働的な
学び

探究的な学習で、
多様な人と関わり合う

「個別最適な学び」と 「協働的な学び」の一体化

例題・章末問題・単元末問題3

「
個
別
最
適
な
学
び
」と「
協
働
的
な
学
び
」の一体
化

3年p.156

3年p.155

3年p.27「例題」

全国学力・
学習状況調査への
対応については
本冊子p.38を
ご覧ください。

対話例を適所に掲載すること
で、自分の考えをもち、
他者の考えを尊重し、
協働的に学習する態度を
育成できるようにしました。

対話場面1

仮説や予想をもとに、
生徒自ら観察・実験を構想し、
実施できるようにしています。
実験結果を比較し、
話し合うことで深い学びを
実現します。

各単元、各章の初めと終わりに設定
された「Before ＆ After」と
そのワークシートで、自らの学びの
自己調整を支えます。

個々の考えや思考の過程を
視覚化できる思考ツールを
ご用意しています。

生徒が構想する観察・実験2 「Before & After」と「思考ツール」4

定着度が低く、つまずき
やすい内容は「例題」と
してとり上げ、確かな
知識・技能の定着を
図ります。

例題で基礎・
基本の定着を

章末、単元末では、基礎・
基本の確認から活用型
の問題まで収載して
います。習熟度に応じて
選択し、学習を進める
ことができます。

章末、単元末で
一人ひとりに
適した学習を

3年p.28
章末「学んだことをチェックしよう」

3年p.68
単元末「確かめ問題」

3年p.70
単元末「活用問題」

練習問題を
QRコンテンツで
ご用意しています。

授業支援ソフトや
タブレット端末を用いて、

生徒の考えを
共有することで、
学びを広げたり
深めたりすることが
できます。

Rコンテンツでも、
個に応じた学びや、
他者と協働する学びを
サポートするコンテンツを
用意しています。

「個別最適な学び」と「協働的な学び」の一体的な充実を通して、
令和の日本型学校教育の実現を目指しました。
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日常生活や
社会とのつながりを
意識できるよう、
豊富な題材を
掲載しています。

P.30詳しくは へ

全
国
学
力・学
習
状
況
調
査
へ
の
対
応

力のはたらきに
関する知識及び
技能を活用して、
物体にはたらく重力と
つり合う力を
説明することは
できているが、
矢印で表すことに
課題がある。

令和4年度調査〔5(1)〕 

正答率15.5％

令和4年度調査〔8(3)〕 

正答率39.8％

令和4年度調査〔7(1)〕

正答率36.6％

令和4年度調査〔6(3)〕 

正答率34.7％

知識・技能の定着に課題のあった内容には例題を設定し、
QRコンテンツ P.22詳しくは へ や章末・単元末問題と合わせて
スモールステップで理解ができます。

対策

練習問題をQRコンテンツでご用意しています。

1年p.177

課題に対する
調査の結果を
理科の見方・考え方で
捉え、分析・解釈
できるよう

「じっくり探究」
P.40詳しくは へ で

丁寧に探究の過程を
とり扱っています。

対策

全国学力・学習  状況調査への対応

ルートマップと露頭の
スケッチを関連付け、
地層の傾きを分析して
解釈し、主として
時間的・空間的な
視点で捉えることに
引き続き課題がある。

4
課題点

1
課題点

単元末に活用問題を
設定し、学習したこと
をもとにして、未知の
課題に対応する力を
3年間を通じて養える
ようにしています。

未知の節足動物と
アリの外部形態を
比較して、分類の観点や
基準をもとに分析して
解釈することに
課題がある。

対策

３年 p.124

1年p.232

3
課題点

状態変化に関する
知識の概念的な
理解に課題がある。

知識の概念的な理解を促すために、学習したしくみを
身近な現象に関連付けられる読み物等の資料を掲載しています。

対策

1年 p.129

2
課題点

文部科学省実施の全国学力・学習状況調査において、
いくつかの課題が指摘されています。

令和7年度用教科書では、それらの課題に対応した改訂を行いました。

データや資料をふくむ
文章を読み解くことを通して

理科における
「読解力」も
身につきます。
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「じっくり探究」を例にした教科書の使い方

問題発見
「レッツ スタート！」で、
自然の事物現象に触れ、
気づきや疑問を
見つけます。

課題
知りたいことを
見つけたら、
探究の課題とします。

仮説
課題を解決するために
仮説（課題に対する
自分の考え）を立てて、
探究の見通しをもちます。

構想
仮説を元に、どのような
観察や実験が必要か、
具体的に調べ方を
考えます。

このページで紹介する探究の過程

1 節の導入～観察  ・実験の構想
右の二次元コードから、資質・
能力の育成を目指した探究の
解説動画をご覧いただけます。

特集

1年p.84

2

3

5

41「じっくり探究」とは、
「問題発見」から「活用」までの
探究のステップを
細かく設定した節で、
探究のしかたを
意識して学習できます。

広がる対話
生徒の対話的な学びが想定される場面では、生徒の対話例で
対話を促しています。生徒の思考を妨げないように、
対話の一部を示しています。

じっくり探究だけ！じっくり探究だけ！
5

じっくり探究だけ！じっくり探究だけ！

見つけやすい「じっくり探究」
じっくり探究の節は左上のマークと、紙面両端の帯が目印です。

1

問題発見
「レッツ スタート！」では、節の初めに
生徒が自ら気づきを得たり、認知的葛藤
を生じたりする問いかけを設けることで、
主体性を高めます。

2

じっくり探究だけ！じっくり探究だけ！

学びのライン
探究の過程（育成する資質・能力を示した活動）を矢印で
つないだ「学びのライン」で探究の流れをわかりやすく
しました。生徒一人で読み進められ、見通しをもって課題を
解決する能力が身につきます。

3

既習事項の確認
「これまでに学んだこと」で
既習事項を確認できます。
資料動画などのコンテンツ
で、より理解が深まります。

4

「学びのライン」は
小学校で

慣れ親しまれている
表現です。

「
じ
っ
く
り
探
究
」を
例
に
し
た
教
科
書
の
使
い
方

特
集
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手順動画
観察・実験の手順動画を用意しています。教科書の文字情報
と合わせて確認することで、観察・実験のイメージがよりわかり
やすくなります。

8

1年p.85

観察・実験  の実施

1年p.871年p.86

安全への配慮については、
本冊子p.28で

詳しく説明しています。

基礎操作についての説明を実験のそばに配置することで、
すぐに見返すことができます。動画コンテンツで映像を確認
することもできます。

基礎操作
7

安全への配慮
観察・実験では、安全にも配慮
した方法を紹介し、注意点を
わかりやすく示しています。

6
分析・解釈

結果や考察の観点を観察・実験の
次のページに示しています。まず
は自分や班で考えられるように、
適宜、書き込み欄を設けています。

9

観察・実験では、生徒が自ら
安全に実施できるよう、
注意をしっかり示しています。
手順動画や基礎操作の資料も
適切に配置しています。

観察・実験
実際に、観察・実験を
行います。

分析・解釈
観察・実験の結果から、
どのようなことが
わかったかを考察します。

このページで紹介する探究の過程

いつでも
見返すことが
できるね。

「
じ
っ
く
り
探
究
」を
例
に
し
た
教
科
書
の
使
い
方

特
集

特集

2

6

7 8

「じっくり探究」を例にした教科書の使い方

9

操作説明 実験手順
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3

検討・改善、ふり返り 活用
検討・改善やふり返りを行う際の問いかけのほか、
対話例を示したり「理科の見方・考え方」を示した
りして、生徒が考えやすいように工夫しています。

学習したことを、日常生活や社会と結びつける、
新たな問題を見いだすなど、自然に学びが深まる
問いかけを設けました。思考力や表現力の育成
にもつながります。

次の探究へ続く

考察～結論を  導き出す
観察・実験後の場面も
丁寧に示すことで、
生徒が課題に対する結論を
自ら見いだせるように
しています。

検討・改善
観察・実験の結果を
見直し、結果の妥当性を
検討したり、方法を
改善したりします。

ふり返り
これまでの探究の過程を
ふり返ったり、次の課題を
発見したりします。

結論
課題に対する結論を
まとめます。キーワードを
用いて自分の言葉で
書くことが大切です。

活用
これまでにわかったことを
もとに、似たような現象に
ついてさらに考えます。

このページで紹介する探究の過程

巻頭資料でも
考察をサポート

1年p.4

●「レポートのまとめ方」
「議論のしかた」
「情報収集のしかた」
「発表のしかた」を掲載し、
生徒がいつでも
確認できるようにしています。

● 情報活用に関する
特設サイトも
ご用意しています。
教科横断的な学習にも
活用ができます。

巻頭に、結果をまとめたり
考察やふり返りなどを
行ったりするための
資料を掲載しています。

●

1年p.891年p.88

10 11

特集

10

11

「じっくり探究」を例にした教科書の使い方

「
じ
っ
く
り
探
究
」を
例
に
し
た
教
科
書
の
使
い
方

特
集

特設サイト

「じっくり探究」は
単元に1か所程度の
頻度で設定しています。

具体的な
設定箇所については、
本冊子p.61に
掲載しています。
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2年p.88 2年p.168

第1学年

単元、章、節のそれぞれの導入では、「Before & After」や「レッツ スタート！」、「生徒の吹き出し」
等の疑問文を必ず投げかけることで、問題を見いだす力を養います。1年生の段階から多様な視点で
興味・関心を喚起する事例を題材として選びました。

「問題を見いだす力」の育成を重視
学習指導要領との対応として 学習指導要領との対応として

第1学年の単元配列の特徴 第2学年の単元配列の特徴
全体の構成として、前半と後半それぞれに第1分野と
第2分野が入るように設定しています。また、生物の活動が
活発になる春の時期に「単元1  いろいろな生物とその
共通点」を設定することで、スムーズに観察を進められる
ようにしています。
身のまわりの事象について学習する

「単元2  身のまわりの物質」と「単元3  身のまわりの現象」を
続けて学べるように配列しています。

「単元4  大地の変化」では、単元全体を通して時間的・
空間的な広がりについて考えていけるように「プロローグ  
大地の歴史の手がかりをさがしてみよう」を設定しました。

第1分野は、目の前にある物のなり立ちから扱うなど
比較的考えやすい「単元1  化学変化と原子・分子」を
最初に配列しました。「単元4  電気の世界」を最後に
配列した理由としては、静電気は冬の時期に
発生しやすいこと、3年の粒子単元につながる
電流の正体を学習することなどがあげられます。

「単元2  生物のからだのつくりとはたらき」は「プロローグ  
ミクロの世界をのぞいてみよう」を設定し、単元全体を
通して顕微鏡を使った観察でつなげられるようにしました。

「単元3  天気とその変化」は、気象の変化を
観察しやすい時期になるように配列しました。

●

●

●

●

●

●1年p.190〜191 一人ひとりの
気づきや疑問を
大事にした構成に
しています。

「かもしれない」
と考え（仮説）、
それを調べる方法を
考える（構想）場面を
1年より多く
設定しています。

第2学年

「調べ方を考えよう」では、仮説をもとに課題を解決する方法を立案する力や、観察・実験を構想する力
を養います。定量的な扱いが増えて内容が高度になる2年生の段階でも無理なく考えられるように、
できるだけ身近な事象を題材として選びました。

「解決する方法を立案する力」の育成を重視

2年p.261

調べ方を考えよう

1年p.28

生
徒
の
吹
き
出
し

1年p.116

レ
ッ
ツ 

ス
タ
ー
ト
！

1年p.188〜189 1年p.159

Before & After

2年p.214

各学年の特色

各
学
年
の
特
色
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第3学年 入試への対応

3年p.190 3年p.295

3年p.55

3年p.269

1年p.107

1年p.134

1年p.114

1年p.136

学習を見通し
ふり返る場面や、
自分ならどうするかを
考える（判断）場面を
1、2年より多く
設定しています。

  「例題」  「学んだことをチェックしよう」  「確かめ問題」にはQRコンテンツがついており、
どの問題でつまずいたか履歴を確認することができるので、一人ひとりの定着度に合わせた学習
が可能です。また、「確かめ問題」は解説を確認することもできます。

探究の過程の妥当性をふり返る場面では「探究をふり返ろう」を、科学的に考察して判断する場面では
「君ならどうする？」を設定しました。分析・解釈する力や検討・改善する力、活用する力なども含め、
3学年全体を通してそれぞれの場面に応じた資質・能力の育成をはかります。

「ふり返る力」「科学的に判断する力」の育成を重視
  節内「解説つきの例題・練習（つまずきやすい内容のフォロー）」→  章末「学んだことをチェック
しよう（基礎・基本の定着）」→  単元末「確かめ問題（定期テスト対応）」→  単元末「活用問題（高校
入試対応）」のように、ステップを踏みながら学力向上をはかります。

基本問題から活用型問題までスモールステップで学力向上

2年の最後の電流と電子の学習からスムーズにつなげられる
ように、「単元1  化学変化とイオン」を初めに設定しています。

「単元3  運動とエネルギー」では、第1章で目の前にある
物体の運動について調べ、第2章で物体にはたらく目には
見えない力について概念を広げていく展開にしています。
第3章では、科学としての仕事を扱う前に、日常的な言葉
として知っているエネルギーにふれることで、仕事と
エネルギーの関係をより考えやすくなるようにしています。

「単元4  地球と宇宙」は、天体を観察しやすい時期に
なるように配列しています。導入には、「プロローグ  
星空をながめよう」を設定しています。

「単元5  終章  持続可能な社会のために」では、
地球規模の課題の把握と、それを受けて自分たちが
どう行動していくかを考える構成にしました。

●

●

●

●

第3学年の単元配列の特徴

各学年の特色

君
な
ら
ど
う
す
る
？

探究をふり返ろう

1

1

1 2 3

2
43

3

2

4

各
学
年
の
特
色・入
試
へ
の
対
応

学習指導要領との対応として
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第4号
生命を尊び、自然を大
切にし、環境の保全に
寄与する態度を養うこ
と。

	 	身近な生物の観察などの体験を通して生物の多様性を知るこ
とで生命を愛護し、自然環境を保全しようとする態度の育成を
図りました。また、さまざまな生物の事例をとり上げて生命の
つながりを考えさせ、生命尊重の意識を高めるようにしました。

1 1年  p.16〜17、20〜21、
48〜49

2年  p.100〜101、141、
159

3年 p.88、108〜111など

	 	地域の地層の観察などの体験を通し、自然環境を保全しよう
とする態度の育成を図りました。また、1年巻末の「ジオパー
クへ行こう！」で自然環境への意識を高めるようにしました。

2 1年  p.190〜191、233、
248〜249など

	 	気象や天体の継続的な観察を通し、自然環境への関心を高め
るようにしました。

3 2年 p.8〜9、168〜169
3年 p.6など

	 	身近な自然環境の調査や自然の恵みと災害の調査を通して、
自然環境を保全しようとする意識の育成を図りました。

4 3年  p.264〜267、272
〜275など

第5号
伝統と文化を尊重し、
それらをはぐくんでき
た我が国と郷土を愛す
るとともに、他国を尊
重し、国際社会の平和
と発展に寄与する態度
を養うこと。

	 	「校外施設を活用しよう」
で日本の科学技術への興
味・関心を高めるように
しました。

1 1年 p.258
2年 p.306
3年 p.322など

	 	日本に生息する生物などの写真、資料を多数掲載し、我が国
の生物的環境に関する理解を深められるようにしました。

2 1年  p.14〜15、32〜33、
54〜55など

	 	日本列島の火山や地層などの写真、資料を多数掲載し、我が国
の地学的環境に関する理解を深められるようにしました。

3 1年  p.194〜195、204〜
205、220〜221など

	 	活躍する日本人研究者をコラムの題材としてとり上げ、日本の
科学技術への関心を高めるようにしました。

4 1年 p.187
2年 p.165、194、289
3年  p.71、125、187、

245、307など

	 	さまざまな物質の利用や、発電・通信などの科学技術につい
て、日本の事例を多くとり上げることで、日本の科学技術への
関心を高めるようにしました。

5 3年  p.278〜283、286
〜287、290〜291

など

教育基本法 第2条 『新編 新しい科学』の内容の特色 該当箇所

2年p.306

1年巻頭③

	 	探究的な学習の流れや考
察のしかた、誤差のとり
扱いを解説し、実験デー
タなどの事実に正対する
態度の育成を図りました。

1 1年 巻頭③〜p.4、247
2年 p.297
3年 p.311など

第1号
幅広い知識と教養を身
に付け、真理を求める
態度を養い、豊かな情
操と道徳心を培うとと
もに、健やかな身体を
養うこと。

第3号
正義と責任、男女の平
等、自他の敬愛と協力
を重んずるとともに、
公共の精神に基づき、
主体的に社会の形成に
参画し、その発展に寄
与する態度を養うこと。

	 	話し合いのしかたや発表のしかたなどをとり上げ、他者と協力
する態度や他者の意見を尊重する態度の育成を図りました。

1 1年 p.4
2年 p.4
3年 p.2など

1年p.110

	 	考察場面や話し合い場面など、グループや男女で協力して活
動する場面を設け、自己の意見を科学的な根拠をもって主張
しながら、他者の意見を尊重する態度の育成を図りました。

2 1年 p.24、110
2年 p.52、129、261
3年 p.19、278など

第2号
個人の価値を尊重して、
その能力を伸ばし、創
造性を培い、自主及び
自律の精神を養うとと
もに、職業及び生活と
の関連を重視し、勤労
を重んずる態度を養う
こと。

	 	自ら学び、考える態度の育成のために、探究的な学習の流れ
を具体例とともに示し、主体的にとり組めるようにしました。

1 1年 巻頭③〜p.4
2年 巻頭③〜p.4
3年 巻頭③〜p.2など

1年  p.137、153 〜 156、
225、241

2年  p.221、260〜266
3年  p.168〜172、224

〜227など

	 	自ら探究的に学習ができるように、仮説を立てる場面や考察
の流れを補助する箇所を設けました。また、科学の有用性、
科学と日常生活、職業などとの関連を読み物で紹介しました。

3

	 	各節の導入には主体性を高める活動を設定し、生徒が自ら疑
問をもって学習をスタートできるようにすることで、個人の価
値を尊重することができるようにしました。

2 1年 p.50、148
2年 p.120〜121、188
3年 p.154、208など

教育基本法 第2条 『新編 新しい科学』の内容の特色 該当箇所

	 	観察・実験などの探究的な活動において、探究的な活動への
とり組み方や実験結果に正対する態度の育成を図りました。

2 1年 p.84〜89
2年 p.50〜55
3年  p.12〜15、94〜100
など

検討の観点と内容の特色
教育基本法　第2条との関連

検
討
の
観
点
と
内
容
の
特
色
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（2）科学的に探究する
ために観察・実験など
を行うとともに、思考
力、判断力、表現力の
育成が重視されてい
るか。

	 	「問題発見　レッツ スタート！」「仮説　？（課題）に対する自
分の考えは？」「構想　調べ方を考えよう」「分析・解釈　考
察しよう」「検討・改善　解決方法を考えよう」など、探究の
過程に直結した活動を配置することで、科学的な思考力、判
断力、表現力が自然に育成できるようにしました。

1 1年  p.22〜25、152〜157
2年  p.50〜55、214〜217
3年  p.224〜227、254〜

259など

	 	観察・実験においては、手順と結果を同一見開き上に配置し
ないようにし、生徒が自ら規則性を見いだして理解できるよ
うにしました。

2 1年 p.87、179
2年 p.111、153
3年 p.48〜49、193など

	 	各節の後半には「ふり返り　探究をふり返ろう」の活動を設定
し、探究の過程の妥当性について考えられるようにしました。

3 1年 p.89
2年 p.21
3 年 p.100、172、226
など

	 	各節の終盤には「活用　学びをいかして考えよう」の活動を設
定し、学習したことを使って学びを広げられるようにしました。

4 1年 p.33、79
2年 p.176、282
3年 p.26、274など

	 	各単元に1つ程度「じっくり探究」の節を設定し、生徒どうし
の対話の具体例や「理科の見方・考え方」を適宜示すことで、

「主体的・対話的で深い学び」が実現できるようにしました。

5 1年  p.84〜89、232〜235
2年  p.128〜133、260〜

266
3年  p.16〜21、154〜159
など

	 	単元末には「学習内容の整理」「確かめ問題」「活用問題」を
設け、全国学力・学習状況調査型やPISA型の問題にも対応で
きるようにしました。

6 1年  p.64〜68、182〜186
2年  p.80〜84、222〜226
3年  p.120〜124、304

〜306など

検討の観点 『新編 新しい科学』の内容の特色 該当箇所

検討の観点と内容の特色

自然の事物・現象に関わり、理科の見方・考え方を働かせ、見通しをもって観察・実験を行うことなどを通して、
自然の事物・現象を科学的に探究するために必要な資質・能力を次のとおり育成することを目指す。

（1） 自然の事物・現象についての理解を深め、科学的に探究するために必要な
 観察・実験などに関する基本的な技能を身に付けるようにする。

（2）観察・実験などを行い、科学的に探究する力を養う。
（3）自然の事物・現象に進んで関わり、科学的に探究しようとする態度を養う。

学習指導要領の趣旨が適切に反映されているか。

	 	学習指導要領総則に示す「教育課程の役割」「教育課程の編成」
「教育課程の実施と学習評価」「生徒の発達の支援」などを踏
まえて編集しました。

1 全体学習指導要領に示す
「目標」「内容」「内容
の取扱い」に一致して
いるか。

検討の観点 『新編 新しい科学』の内容の特色 該当箇所

	 	学習指導要領の「目標」「内容」「内容の取扱い」に示された
事項の全てについて不足なくとり上げ、エネルギー、粒子、生
命、地球の4つの概念に沿って単元を構成しました。また、季
節的な学習の適期に配慮し、身近な自然をとり上げながら計
画的に学習できるようにしました。

2 全体

学習指導要領との関連

学習指導要領の目標達成のための手立てが的確に示されているか。

1年 p.43、78
2年 p.173、239
3年 p.147、217など

（1）自然の事物・現象
についての理解が深め
られ、科学的に探究す
るために必要な観察・
実験などに関する基本
的な知識・技能を身に
付けるための工夫がな
されているか。

	 	単元の初めや本文に「これまでに学んだこと」を配置し、小学
校や下位学年で学んだ既習事項を想起できるようにしました。

1 1年 p.12、84
2年 p.168、244
3年 p.51、248など

	 	関連する内容に「参照ページ」のマークを付すなど、個々の知識が
つながり、科学的な概念を形成することができるようにしました。

2 1年 p.176、204
2年 p.77、110
3年 p.294、301など

	 	「？（課題）に対する自分の考えをまとめよう」で、各節の結
論を自分の言葉でまとめられるようにしました。また、巻末に
結論の例の一覧を示すことで、節どうしのつながりを意識で
きるようにしました。

5 1年 p.151、229、250
2年 p.19、113、274
3 年 p.133、283、314
など

	 	公式や重要事項には
「ここがポイント」欄を
設け、ポイントをおさえ
られるようにしました。

4

	 	章末「学んだことをチェックしよう」、単元末「学習内容の整
理」は本文への参照ページを、単元末「確かめ問題」は巻末に
解答と参照ページを示すことで、復習しやすくしました。

6 1年 p.61、182、254
2年 p.34、222、302
3年 p.262、304、317
など

1年 p.113、158、
2年 p.174、191
3年 p.149、212など

	 	つまずきやすい内容には「例題」「練習」を設定したり、「考え
方」で丁寧な解説を示したりして、基礎・基本をおさえられる
ようにしました。

3

検討の観点 『新編 新しい科学』の内容の特色 該当箇所

	 	各単元・各章の学習前と学習後に同じ問いかけ「Before & 
After」を設定し、学ぶ意味や有用性、生徒自身の成長など
を実感できるようにしました。

2 1年 p.10〜11、159
2年 p.12〜13、171
3年  p.246〜247、295
など

	 	各節の導入「問題発見　レッツ スタート！」によって、問題に気づ
き、目的意識をもって主体的に学習にとり組めるようにしました。

3 1年 p.74、194
2年 p.120〜121、280
3年 p.278、296など

	 	「おてがる科学」では手軽にできる観察・実験やものづくりなど
の事例を掲載し、学習内容の理解を深められるようにしました。

4 1年 p.77、214
2年 p.60、275
3年 p.259、283など

	 	各節中のコラム「まちなか科学」「なるほどね！」「お仕事図鑑」
や、各単元末のコラム「社会につながる科学」を学習内容に関
連させて適切に配置することで、日常生活や社会と学習内容
とが自然に結びつくようにしました。

5 1年 p.26、129、225
2年 p.85、221、271
3年 p.91、293、307
など

	 	巻末「校外施設を活用しよう」において、全国各地の動物園や
水族館、博物館などを紹介することで、身近な地域にある施
設を活用した学びにとり組めるようにしました。

6 1年 p.258
2年 p.306
3年 p.322など

中学校理科の
目標

	 	巻頭や各単元・各章・各節の導入などにおいて、身のまわりの
事象について考えさせる場面を多く設けることで、興味・関心
を高め、主体的にとり組めるようにしました。

1 1年  巻頭①〜②、p.190〜
191

2年  p.88〜89、168〜169
3年  p.144、190〜191など

（3）自然の事物・現象
に進んで関わり、科学
的に探究しようとする
態度を養うための工夫
がなされているか。 検

討
の
観
点
と
内
容
の
特
色

3年p.217
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	 	「例題・練習（節内）」→「学んだことをチェックしよう（章末）」
→「学習内容の整理（単元末）」→「確かめ問題（単元末）」→「活
用問題（単元末）」のように、スモールステップで基礎・基本の
習得ができるようにしました。

2 1年  p.113〜114、132
〜136

2年 p.259、283〜288
3年  p.212、218、240

〜244など

	 	つまずきやすい内容には「例題」とその考え方や、「ここがポ
イント」を示し、生徒が自学自習する際に役立てられるように
しました。また、つまずき解消に効果的なQRコンテンツを併
用して学習できるようにしました。

1 1年 p.107、158
2年 p.46、191
3年 p.27、173など

	 	章末「学んだことをチェックしよう」の各問題にチェックマーク欄
を設け、一人ひとりが自分の定着度を確認できるようにしました。

3 1年 p.44、206
2年 p.62、146
3年 p.262、276など

	 	育成を図る資質・能力は単元ごとの色で区別された活動の枠
に示すとともに流れを追いやすくすることで、誰もが探究的な
学びができるようにしました。

5 1年 巻頭③〜p.3
2年 巻頭③〜p.3
3年 巻頭③〜p.1など

今日的な課題への対応が図られているか。

（1）家庭学習や個に応
じた指導、家庭や地域
との連携への配慮がな
されているか。

検討の観点 『新編 新しい科学』の内容の特色 該当箇所

（2）カリキュラム・マネ
ジメントに関して、他
教科や総合的な時間
との関連が適切になさ
れているか。

（3）職業観が適切に育
成されるように、キャ
リア教育に関する工夫
がなされているか。

	 	社会科や数学、技術・家庭、保健体育など、他教科で学習する
理科と関連の深い内容については「（教科名）で学ぶこと」とし
て示し、より深い理解につながるようにしました。また、自社
の他教科の教科書紙面をQRコンテンツとしてご用意し、他教
科の学習内容を具体的に確認できるようにしました。

1 1年 p.62、75
2年 p.218、276
3年 p.272、301など

	 	巻末「学びを広げよう　自由研究」では、さまざまな数理的な
知識・技能を使って考える題材を紹介し、STEAM教育の一環
としてとり組めるようにしました。

2 1年 p.242〜243
2年 p.290〜291
3年 p.308〜309など

	 	本文の節中コラム「お仕事図鑑」では、さまざまな職業に就い
ている人の仕事と学習内容とを関連づけてとり上げ、生徒の
意識が自然と職業に向かうようにしました。

1 1年 p.26、59
2年 p.29、221
3年 p.91、153など

	 	単元末コラム「社会につながる科学」では、科学が社会におい
てさまざまな職業で役に立っていることをとり上げ、科学の有
用性が感じられるようにしました。また、QRコンテンツとし
て実際に働いている人へのインタビュー動画をご用意し、職
業観が適切に育成されるようにしました。

2 1年 p.187、241
2年 p.85、165
3年 p.245、307など

	 	「科学の本だな（巻頭）」や「おて
がる科学（本文）」、「学びを広げ
よう　自由研究（巻末）」、「校外
施設を活用しよう（巻末）」、「デ
ジタルコンテンツを活用しよう

（巻末）」などによって、一人ひと
りの興味・関心や理解度に応じ
て学習した内容を深められるよ
うにしました。

4 1年 p.5、21、242〜243
2年 p.5、306〜307
3年  p.3、308〜309、322

〜323など

2年p.5

検討の観点 『新編 新しい科学』の内容の特色 該当箇所

（4）防災教育・減災教
育が適切に行えるよう
に配慮されているか。

	 	本文の節中コラム「防災特集」では、自然災害のしくみやそれ
に対してどのように備えればよいかを考えられる内容にするこ
とで、自然災害に対する意識が高まるようにしました。

1 1年 p.99、218
2年 p.204、221
3年 p.275、289など

	 	1年単元4第1章最終節「火山とともにくらす」と第2章最終節
「地震に備えるために」、2年単元3第3章最終節「気象現象が
もたらすめぐみと災害」、3年単元5第2章の「自然災害と地域
のかかわりを学ぶ」を防災・減災に関する内容として、学習し
たことと日常生活とを結びつけて考えられるようにしました。

2 1年  p.204〜206、216
〜218

2年 p.218〜221
3年 p.272〜275など

（5）特別支援教育が必
要な生徒も学習しやす
いように配慮されてい
るか。

	 	探究の流れを踏まえて本文を左側に寄せ、探究の流れを追いやす
くしました。また、観察・実験の手順を縦に配列することによって、
操作方法を確認しやすくするとともに、注意事項をはっきり明示
することで、安全面まで含めて特別支援教育に配慮しました。

1 全体
1年 p.127、223
2年 p.38〜39、97
3年 p.17など

	 	本文など主要部分の書体にユニバーサルデザイン書体を使用
しました。また、観察・実験の手順やキャラクターのセリフなど、
本文以外の部分はできるだけ単語の途中で改行しないように
することで、読みやすくしました。

2 全体
1年 p.37、149
2年 p.122〜123、181
3年 p.53、205など

	 	単元末の「学習内容の整理」では、全ての漢字に振り仮名を付
けることで、学習のふり返りの際につまずかないようにしました。

3 1年  p.64〜65
2年  p.222〜223、284

〜285
3年 p.66〜67など

（6）道徳教育と関連し
て、国や郷土の伝統や
文化を愛する心や、生
命尊重・自然環境の保
全に寄与する態度の育
成が図られているか。

	 	野外観察や生物の観察を通して主体的に自然と関わるなかで、
生命の尊さや自然環境の大切さに気づかせ、持続可能な社会
について考えられるようにしました。

1 1年  p.16〜17、28〜29
2年  p.8〜9、100〜101、

180〜183
3年 p.6、264〜271など

	 	本文の節中コラム「私たちのSDGs」では、環境に関する話題
をとり上げ、第1学年から持続可能性に対する意識が高まるよ
うにしました。その他のコラムで伝統・文化に関する題材もと
り上げ、理科を学ぶ有用性を実感できるようにしました。

2 1年 p.31、181
2年 p.113、199、266
3年  p.179、298、302
など

（7）コンピュータやイ
ンターネットなど、ICT
の効果的な活用が促
されているか。

1年 p.259
2年 p.307
3年 p.323など

	 	「観察・実験の手順動画」「基礎操作の説明動画」「学習のス
タート動画」「シミュレーション」「問題コンテンツ」「Before 
& Afterシート」「関連する他教科の教科書紙面」「思考ツー
ル」など、QRコンテンツの活用が有効な箇所には二次元コー
ドをつけ、ICTの活用を促すようにしました。

1

	 	タブレット型コンピュータなどを活用しながら学ぶ場面を設け
るとともに、「情報を活用して学習を進めよう」というQRコン
テンツをご用意し、ICT機器に親しみ、それらの使い方の基礎
を身につけられるようにしました。

2 1年 p.17〜18、110
2年 p.52、181
3年 p.291、299など

1年 巻頭③〜p.1、4
2年 巻頭③〜p.1、4
3年 巻頭③、p.2など

	 	巻頭の「探究の流れを確認しよう」や「考察はここをおさえよ
う」などによって、自然の真理を大切にしようとする態度や、
他者の意見を尊重する態度の育成が図られるようにしました。

3

検討の観点と内容の特色
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検討の観点と内容の特色

	 	各節における探究の流れは、観察・実験を中心に展開し、課題
を解決するための仮説や構想、結果の分析・解釈、ふり返りと
いった活動を含め、適切に位置付けました。

1 1年  p.22〜25、232〜235
2年  p.50〜55、260〜266
3年  p.224〜227、254

〜259など

（1）観察・実験の位置
づけは適切か。

	 	観察・実験のページには、観察（または実験）の目的を示す欄
を設けることで観察・実験の目的を明確にし、目的意識をもっ
て主体的にとり組めるようにしました。

1 全ての観察・実験
1年 p.37、163
2年 p.117、214
3年 p.17、99など

	 	観察・実験によっては「別法」をご用意し、さまざまなアプロー
チから多面的に考えることができるようにしました。

2 1年 p.87、149
2年 p.111、273
3年 p.57、171など

（2）目的意識をもって
主体的に観察・実験を
行えるように配慮され
ているか。

観察・実験を適切に行うことができるように配慮されているか。

検討の観点 『新編 新しい科学』の内容の特色 該当箇所

検討の観点 『新編 新しい科学』の内容の特色 該当箇所検討の観点 『新編 新しい科学』の内容の特色 該当箇所

	 	「結果の見方」や「考察のポイント」によって、観察・実験の結
果を分析・解釈する際のヒントを示しました。

1 1年 p.77、209〜210
2年 p.107、233
3年 p.199、257など

	 	巻頭「考察はここをおさえよう」や「議論のしかた」などで言語
活動の充実を図るとともに、「私のレポート」で結果と考察を分
けて考えられるようにしました。

3 1年 p.4、38、217
2年 p.18、94、216
3年 p.2、14、273など

（3）観察・実験の結果
について適切に分析・
解釈、検討・改善がで
きるように配慮されて
いるか。

	 	予想に反する結果になり
やすい内容では、「解決
方法を考えよう」として検
討・改善の観点をおさえ
られるようにしました。

2 1年 p.88
2年 p.52、118
3年 p.59など

1年p.88（2）内容や分量は適正
か。

	 	総授業時数の9割程度で指導できるように時数配分し、指導
計画上無理なく進められるようにしました。

1 全体

	 	個々の興味・関心や発想などをいかして、課題を解決していけ
るように、分量を調整しました。

2 全体

	 	各単元の学習内容の関連性や教材の入手時期など、配列につ
いて適切に設定しました。

1 全体（1）単元配列について、
指導時期や領域間の
関連を踏まえるなど配
慮されているか。 	 生徒の科学的概念の形成に配慮した配列にしました。2 全体

検討の観点 『新編 新しい科学』の内容の特色 該当箇所

指導計画作成上の配慮がなされているか。
教科書の構成上の配慮と工夫

2年p.145

	 	関連する内容には
参照ページを示し
たマークを付し、ど
のような順序で指
導しても支障がな
いようにしました。

3 1年 p.90、147
2年 p.144〜145、181
3年 p.282、301など

（4）学習を深め、理解
をより確かなものとす
るためのQRコンテン
ツが用意されているか。

1年 p.50、76
2年 p.175、246
3年 p.222、300など

	 	学習内容を補完し、思考力、判断力、表現力の育成や知識及び技能
の定着を図るためのQRコンテンツを学習内容ごとに設定しました。

1

全体	 	発展的な学習内容は必修の内容と十分な関連を図り、内容の
程度・分量とも過度な負担とならないようにしました。

2

全体
1年 p.259
2年 p.307
3年 p.323など

	 	観察・実験の手順動画やシミュレーション、例題や章末・単元
末の問題、思考ツール、Webページなど、多様なQRコンテン
ツを各学年250個程度ご用意しました。

2

2年p.278

（3）発展的な学習内容
は適切に扱われている
か。

1年 p.52、211
2年 p.29、278
3年 p.173、262など

	 	発展的な学習内容は発展
マークとともに線で囲む
ことで、必修の内容と明
確に区別しました。

1

（8）自己評価や観点別
評価など、学習評価に
ついて配慮されている
か。

（9）人権、多様性、国
際理解などへの配慮が
適切になされているか。

	 	単元や章の内容に関する本質的な問いかけ「Before & 
After」を単元や章の初めと終わりに設定し、学習前と学習
後で自分の考えの変容を客観的に捉えられるようにする（メ
タ認知）とともに、自己肯定感や自己効力感が高まるようにし
ました。同時に、「主体的に学習にとり組む態度」について評
価できるようにしました。

1 1年  p.139と183、193と
206

2年  p.13と81、147と158
3年  p.93と106、247と

304など

	 	生徒のキャラクターは男女同程度の頻度で登場させ、性別が
固定的なイメージにならない服装にするなど、ジェンダーにつ
いて配慮しました。

1 全体
1年 p.12、87、110
2年 p.66、90
3年 p.10、248など

	 	各学年の巻末には「確かめ問題」の解答とともに、育成を図る
資質・能力のどの観点を問う問題かをマークで示し、観点ごと
に定着度を把握できるようにしました。

2 1年 p.254〜255
2年 p.302〜303
3年 p.317〜319など

	 	生徒のキャラクターのなかには外国にルーツをもつ生徒や、
車いすの生徒が活動するようすも掲載し、人権や多様性、国
際理解について配慮しました。

2 1年 p.112、140
2年 p.14、170
3年 p.128、196など

	 	「例題（節内）」「学んだことをチェックしよう（章末）」「学習内
容の整理（単元末）」「確かめ問題（単元末）」にQRコンテンツ
をご用意し、CBTへの対応を図りました。

3 1年 p.61、64〜67、81
2年 p.191、283〜287
3年  p.177、304〜305
など

検
討
の
観
点
と
内
容
の
特
色
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	 	裏のページが透けて文字が読みにくくならないように、不透明
度の高い用紙を使用しました。

2 全体

	 	紙のリサイクルをしやすいように、針金を使用しない綴じ方を
採用しました。

2 全体

	 	本文用紙は品質を保持しつつ軽量化された紙を採用し、生徒
の身体的な負担にならないようにしました。

3 全体

	 	印刷業団体が定めた環境配慮基準を満たしたグリーンプリン
ティング認定工場で印刷・製造しました。

3 全体

	 	判型はAB判を採用することで、ゆとりのある紙面構成にしま
した。

4 全体

	 	環境への影響を考慮し、石油系溶剤を低減した植物油インキ
を使用しました。

1 全体（2）印刷は適切か。

	 	再生紙を使用するとともに、表紙は汚れにくくするための防水
効果や強度を高める加工を採用しました。

1 全体（3）用紙、紙質は適切
か。

	 	高い接着力と耐久性をもつ接着剤で製本しました。1 全体（4）製本は適切か。

	 	第1学年は本文の側注幅を第2、3学年より大きくすることで、
発達段階に合わせて資料を読みとりやすくなるようにしました。

3 全体

全ての生徒が使いやすくなるように配慮されているか。

	 	本文などの主要部分にはユニバーサルデザイン書体を使用す
ることで、読みやすくしました。

1 全体（1）表記・表現は適切
か。

検討の観点 『新編 新しい科学』の内容の特色 該当箇所（4）観察・実験の器具・
材料は適切に提示され
ているか。

	 	観察・実験の器具や材料は一般的なものを使用し、短時間で
有効に観察・実験を実施できるようにしました。

1 全ての観察・実験

検討の観点 『新編 新しい科学』の内容の特色 該当箇所

2年p.38〜39

3年p.311

	 	安全面に配慮する必要がある活動については注意マークを付
すとともに、赤字で目立つように注意事項を記述しました。ま
た、注意すべき観点を類型化したアイコンを付すことで、視覚
的に認識しやすくなるようにしました。

2 1年 p.3、75
2年 p.38〜39、93
3年  p.17、78〜79、265

〜267など

	 	巻末資料として「主な薬
品の性質ととりあつかい
の注意」をご用意し、注
意が必要な薬品について
一覧でわかるようにしま
した。

3 1年 p.246
2年 p.294
3年 p.311など

	 	感染症予防のためのQRコンテンツをご用意し、衛生面につ
いて配慮しました。

4 1年 p.7、259
2年 p.7、307
3年 p.5、323など

	 	観察・実験や基礎操作にはQRコンテンツとして手順や操作の
解説動画をご用意し、一人ひとりがくり返し確認できるように
しました。

2 全体

	 	基礎的な技能に関する内容は「基礎操作」として、手順や操作
面での留意事項を丁寧に示しました。

1 1年 p.17〜19、86
2年 p.182〜183、247
3年 p.192、312など

（5）基礎的な技能を適
切に習得できるように
配慮されているか。

1年p.8〜9

	 	「理科室の決まり」
に関する資料によ
って、全般的な安全
指導を行えるよう
にしました。

1 1年 p.8〜9
2年 p.292
3年 p.310など

（6）事故防止等、安全
面・衛生面について配
慮されているか。

	 	色覚に関する個人差を踏
まえ、色だけで情報を区
別しないようにするなど、
一人ひとりが読みやすく
なるようにしました。

2 全体

1年p.111

	 	鮮明に印刷すること
で、カラー写真や生
物などの細密図を実
物に忠実な再現とな
るようにしました。

2 全体
1年 p.48〜49、55
2年 p.95、150〜151
3年 p.108〜109など

3年p.108〜109

検討の観点と内容の特色
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令和7年度用教科書 Q＆A

二次元コードからは
どんな内容が
見られるのか
わからないのですが、
確認する方法は
ありますか？

Q
教科書の重さについて、
生徒への配慮は
されていますか？

Q 軽量で丈夫な用紙を使用したり、内容の
精選を徹底したりすることで、令和3年
度用教科書と比較し、全学年合わせて
約6％の軽量化を行いました。

A

各学年の最終ページ（1年p.259、2年p.307、3年
p.323）に「デジタルコンテンツを活用しよう」を設け
ており、教科書で扱っているQRコンテンツの種類や使

い方を確認することができます。また、そのページに掲載して
いる二次元コードからQRコンテンツWebページに移行し、具
体的な内容をご確認いただけます。

A

QRコンテンツについて

QRコンテンツは、
必ず使用しなければ
ならないのですか？

観察・実験の手順の動画は、
結果まで示されていますか？Q Q

学習指導要領で示されている内容は、紙
の教科書に全て網羅されているので、
QRコンテンツの使用は必須ではありま

せん。QRコンテンツは「生徒一人ひとりの学び
に応じて自由に選択できるツール」として、ご指導
のスタイルや学級・生徒の実態、学校のICT環境
等に適したものを適宜選択してご活用ください。

A
観察・実験の手順の動画で視聴できる
のは、基本的には方法に関する内容の
みで、結果までは含めておりません。そ

の理由としては、生徒自らが実際に観察・実験
を行って確かめてほしいと考えているためです。
観察・実験の結果の動画については、指導者用
デジタル教科書（教材）に収録する予定です。な
お、紙の教科書では、観察・実験の手順と結果
は同じ見開きにならないように構成しています。

A

教科書について

教科書の判型を
AB判にしたのは、
なぜですか？

「じっくり探究」の節は、どこに
設定されているのですか？

Q

Q

令和7年度用教科書では「学びの主役は
生徒」という原点に立ちかえり、生徒が
身近な事象に目を向けて疑問をもった

り気づきを得たりできる紙面を目指しました。
その際、理科の醍醐味である自然のダイナミッ
クさや不思議さ、洗練された科学技術などをよ
りビジュアルに表現するためにAB判を採用しま
した。また、現行教科書のA4変形判で作成した

「視線が縦へ流れる紙面レイアウト」はAB判で
も踏襲しており、令和7年度用教科書でも探究
の流れをおさえた学びが可能です。

A

探究の流れに沿ってじっくり探究してほ
しい内容として、単元に1か所程度示して
います。具体的な節は、下にお示しします。

A

令和3年度用教科書の
「問題発見 レッツ スタート！」が
全ての節に設定されなく
なったのは、なぜですか？

単元や章の構成は、どのくらい
改訂されているのですか？

Q

Q

現行教科書では、全ての節に設定するこ
とが目的化してしまい、「生徒の疑問や気
づきの場面として不自然なものがある」、

「節の課題と重複するものがある」などのご指摘
をいただきました。令和7年度用教科書では、問
題発見の場面として重点を置く節のみ設定し、そ
れ以外の節は写真や図版をもとに吹き出しで疑問
を投げかけるようにしました。軽重はありますが、
必ず疑問や気づきから導入するようにすることで、
探究の始まりを大事にした流れは踏襲しました。

A

同一学習指導要領下での改訂のため、単
元・章ともに構成の変更はありませんが、
章内の展開（節立て）に変更が入った箇所
がありますので、下にお示しします。

A

令和3年度用教科書の
「対話例」や章末
「学んだことをつなげよう」は、
なくなってしまったのですか？

Q

令和7年度用教科書では、「対話例」の
掲載箇所を精選し、主に「じっくり探究」
の節の資質・能力を育成するための活

動に配置しています。また、「学んだことをつな
げよう」は名称を「学びを生活や社会に広げよ
う」に変更し、学習したことを身のまわりのこと
に関連づけて考える活動に改めました。どちら
も内容や必要性等に応じて適宜設定しています。

A

理科の見方・考え方は、
具体的にどのように
示されていますか？

Q
令和7年度用教科書では、名称を現行
教科書の「科学のミカタ」から「理科の
見方・考え方」に変更し、資質・能力を

育成するためのそれぞれの活動に配置していま
す。現行教科書の「科学のミカタ」という表現
については、「見方のみ明示しているように読み
とれる」、「カタカナ表記にしている意図がわか
らない」といったご指摘をいただいたため、名
称を変更しました。

A

●1年単元2第1章4節「白い粉末の見分け方」
●1年単元2第3章2節「溶解度と再結晶」
●1年単元3第1章4節「レンズのはたらき」
●1年単元4第3章5節「身近な大地の歴史」
●2年単元1第3章1節「物質が燃える変化」
●2年単元2第3章1節「消化のしくみ」
●2年単元3第1章4節「水蒸気の変化と湿度」
●2年単元3第3章4節「天気の変化の予測」
●2年単元4第2章5節「電気エネルギー」
●3年単元1第1章2節「塩化銅水溶液の中で起こる変化」
●3年単元2第2章1節「遺伝の規則性」
●3年単元3第2章4節「水中ではたらく力」
●3年単元4第2章2節「金星の見え方」

●1年単元1第2章「植物の分類」
●2年単元2第1章「生物と細胞」
●2年単元3第1章「気象の観測」
●3年単元2第2章「遺伝の規則性と遺伝子」
●3年単元4第2章「月と金星の見え方」
●3年単元5第2章「自然環境の調査と保全」
●3年単元5終章「持続可能な社会のために」
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教科書の紙面縮刷上に対応した解説や、板書例、導入の発問例、ICT活用等の
指導のポイントを提示することで、各時間の授業の流れをおさえられるようにしています。
2色刷にすることで、視覚的にもポイントをおさえやすくしています。

●

●

指導編（朱書）の特色
教科書中の観察・実験や「調べよう」、「おてがる科学」といった活動について、
準備物や手順とその留意点、指導のポイント等がわかります。
観察・実験ごとにワークシートをご用意します。

●

●

観察・実験編の特色

教師用指導書ラインナップ
これらの商品は企画中のため、
内容・仕様とも変更になる場合があります。教師用指導書のご案内

指導編（朱書） 観察・実験編

総論・指導計画・評価編 指導書コンテンツライブラリー

学習指導要領の解説や授業
づくりのポイント、指導計画の
立て方、評価に関する資料等で
構成しています。
レディネス問題、観点別の評価
問題など、評価に使える問題を
ご用意します。

●

●

総論・指導計画・
評価編の特色

専用Webページに教科書中の図版や
テキスト、年間指導計画表、
観点別評価問題、総ルビ・分かち書き
教科書紙面PDF、ワークシート等を
ご用意します。

（※結果まで含む観察・実験動画、
CBT対応問題は、指導者用デジタル
教科書（教材）のコンテンツとして
収録予定です。 P.27詳しくは へ ）

●

指導書コンテンツ
ライブラリーの特色

● 指導編（朱書）クラウド配信版
● 指導者用デジタル教科書（教材）

● 指導編（朱書）（2色刷）
● 観察・実験編
● 総論・指導計画・評価編
● 指導書コンテンツライブラリー

P.27詳しくは へ
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代表

梶田　隆章

顧問

浅川　健一
吾妻　喬司
荒尾　真一
飯牟禮俊紀
五百川　裕
池上　　仰
上田　　尊
上野英衣佳
上村　剛史
宇田川麻由
海老崎　功
大木　聖子
大久保秀樹
大津　豊隆
奥野　晃司
小椋　郁夫
小倉　　康
小原　洋平
片山　雄介
金勝　一樹
川井　　遥
川合　真大
岸　正太郎
木下　慶之
小荒井千人
古屋　康則
佐々木和也
佐々木庸介
佐野　　史
鮫島　朋美
塩尻　　浩
柴原　宏一
清水　秀登
白井　　輝
隅田　　学

関口　伸一
関　　孝喜
関本　慶太
髙橋　知美
竹内　一馬
竹田淳一郎
竹田　大樹
田中　　幸
田中　優佳
丹沢　哲郎
千葉　　卓
辻本　昭彦
土田　　理
津留　俊英
出口　　憲
寺本　貴啓
直木　美佳
中島　雅子
長島　僚子
中溝　茂雄
中村　雅浩
中山　慎也
辺木　友香
西川　智子
西川　洋平
根岸　勇貴
野口　祥太
野口　大和
長谷川隼也
馬場　亮輔
濱田　浩司
濱塚　尚蔵
林　　壮一
原田　　慧
比嘉　　俊

久坂　哲也
平賀　博之
平田　豊誠
平中　宏典
藤江　康彦
別宮有紀子
本田　智行
本間　祐希
前川　哲也
前島　正明
松岡　　諒
松木　千明
松村　讓兒
三浦　郁夫
三浦　雅美
三雲　拓真
三宅　一彦
目々澤辰悟
山岸　陽一
山下　直人
山谷　安雄
山田　浩之
山本　孔紀
山本　卓也
結城千代子
結解　武宏
横畠加奈子
和田　孝文
渡邉　　剛
渡辺　　尚
渡邉　信彦

東京書籍株式会社　ほか6名

福井市明倫中学校教諭

赤磐市立吉井中学校教諭

岡山大学教師教育開発センター特任教授

葛飾区立桜道中学校校長

上越教育大学大学院教授

神戸市立雲雀丘中学校主幹教諭

練馬区立開進第四中学校主幹教諭

足立区立第十一中学校主任教諭

同志社国際中学校・高等学校非常勤講師

筑波大学附属駒場中・高等学校教諭

愛知淑徳大学教授

慶應義塾大学准教授

世田谷区立砧南中学校主幹教諭

豊島学院高等学校教諭

岡山県立倉敷天城中学校指導教諭

名古屋女子大学教授

埼玉大学教授

東京都立小石川中等教育学校主任教諭

太田市立南中学校教諭

東京農工大学大学院教授

神戸市立広陵中学校教諭

神戸市立垂水中学校教諭

府中市立府中第八中学校主任教諭

福井市森田中学校教諭

慶應義塾湘南藤沢中等部･高等部教諭

岐阜大学教授

鹿児島市立吉田南中学校教諭

福井大学教育学部附属義務教育学校後期課程教諭

群馬大学教授

東京学芸大学附属国際中等教育学校教諭

荒川区立第四中学校校長

常磐大学特任教授

江戸川区立小松川第二中学校校長

高崎市立佐野中学校教頭

愛媛大学教授

海城中学高等学校教諭

杉並区立荻窪中学校副校長

福島大学附属中学校教諭

富谷市立成田中学校校長

福井市明倫中学校教諭

早稲田大学高等学院教諭

慶應義塾湘南藤沢中等部･高等部教諭

桐蔭学園高等学校非常勤講師

坂井市立春江中学校教諭

静岡大学教授

大崎市立古川黎明中学校教諭

法政大学准教授

鹿児島大学教授

山形大学教授

常葉大学教授

國學院大學教授

神戸市立伊川谷中学校教諭

埼玉大学准教授

東京都立国際高等学校主任教諭

神戸親和大学教授

成城学園中学校高等学校校長

宮城教育大学准教授

鹿児島市立吉野東中学校教諭

神戸市立山田中学校主幹教諭

柴田町立槻木中学校教諭

足立区立第十一中学校副校長

さいたま市立指扇中学校教諭

品川区立伊藤学園校長

深谷市立豊里中学校教諭

中野区立中野東中学校主幹教諭

枕崎市立桜山中学校教頭

札幌市立常盤中学校教諭

福岡大学教授

東京都立武蔵高等学校・附属中学校教諭

琉球大学大学院准教授

岩手大学准教授

広島大学附属福山高等学校教諭

佛教大学教授

福島大学准教授

東京大学大学院教授

都留文科大学教授

葛飾区立新宿中学校主幹教諭

札幌市立発寒中学校教諭

お茶の水女子大学附属中学校主幹教諭

帝京大学大学院准教授

日の出町立大久野中学校主幹教諭

江戸川区立葛西中学校副校長

杏林大学客員教授

気象庁

札幌市立平岡中央中学校教頭

鹿児島市立伊敷中学校教諭

横浜市立老松中学校校長

蔵王町立遠刈田中学校校長

札幌市立八条中学校教諭

前橋市立富士見中学校教諭

元練馬区立光が丘第一中学校校長

北海道教育大学附属札幌中学校教諭

埼玉大学教育学部附属中学校教諭

倉敷市立新田中学校教諭

上智大学非常勤講師

長野市立更北中学校教諭

新宿区立落合第二中学校教諭

岡山市立富山中学校指導教諭

鹿児島市立郡山小学校教頭

宮城教育大学教授

三鷹市立第二中学校副校長

東京工業大学フェロー

東京理科大学特任副学長・総合研究院長・教授

東京大学卓越教授

今改訂の
キーワードを
整理しました。

64 65




